
① プロジェクトチームの発表

〇 若者が住みたくなるまち・ストップ人口減少

〇 行政のデジタル化（マイナンバーの活用、Society5.0導入など）

〇 公共施設の在り方（個別計画策定に当たってのグランドデザイン）

3テーマについて各チーム研究内容を発表（各10分）

② 序論・基本構想・基本計画の素案について

〇 基本計画P18の取組の中に「市民農園」を導入してみてはどうか。農業委員会でも取り組みたいと考えている。

（岩田委員）

〇 序論のP15について解説があると良い。また、P16についてはグラフ・表を用いた方がわかりやすい。

（古澤委員）

〇 ・時代に沿った若い考えが盛り込まれていて良いが、情緒があるとなお良い。

・商工会としても計画に協力していく。 （岡田委員）

〇 ・序論P4のSDGsに関する文が最後の（7）行財政改革に盛り込まれているが、（4）の環境関連に

入れるのが適当ではないか。

・基本構想P2（2）の年齢階層別将来人口の設定について、高齢化社会が問題視されている中、構成割合を

据え置きに設定していることについて、再検討してはどうか。 （岩井委員）

〇 ・基本計画P7について、他項目は様々な団体や協会などとの連携事案を掲げているが、当項目にはなく、

可能であれば同様な記載をしてはどうか。

→ 担当部署にフィードバックし、再検討する。

・基本計画P10の現状と課題の2項目目の男女共同参画プランについて「法律や制度上の平等を理解をしている

人は多いが、社会通念における考え方の理解がどこまで進んでいるかが課題である」「地域活動や学校教育

の場では男女平等は進んでいるが、職場や家庭生活など比較的規模の小さい組織において不平等感を感じて

いる人も多い」といった内容を記載すると良い。

・基本計画P12においては「二町教育委員会」、P17においては「歴史未来館」の文言がないのはなぜか。

→ それぞれ町の組織の一部という考えのもと、記載していない。

・基本計画P21について、商工会やまちづくりイベント実行委員会の記載がないのは町と別組織だからなのか。

→ これまでのイベント運営に加え、民間主体の組織の立ち上げ等も視野に入れていくという方向性により

　このような書き方をしている。 （久納委員）

〇 ・SDGsの単語や説明はみられるが、それを掲げまちづくりに取り組んでいくという内容を記載しては

どうか。

→ 基本計画の方で言及するような形で検討する。

・リバーサイドタウンかさまつ計画が実現されれば町は大きく変わるため、これをもっと総合計画にも記載

してははどうか。

→ 基本計画の主な取組において記載しているところであるが、基本構想でも取り上げるよう検討する。

・ベットタウンとしてのPRが明記されたことにより、名古屋に勤務する世帯を呼び込むような移住施策を

取り入れるなどし、町外者に向けても笠松の良さをPRできるような総合計画とするべきである。

（伏屋委員）

〇 ・市民農園を取り入れた地域交流の場はまちづくりの視点からも大切である。

・新学習指導要領に「持続可能な社会の創り手の育成」が明記されたことからも、SDGsの認識を拡大させる

ことは今後重要である。 （カラギョル委員）
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〇 ・安心安全な学校給食の提供等の取組は、子を持つ親にとっては大きなプラス要素である。無農薬や

地産地消を絡めた指標があると良い。

・日々変化していく学校教育の在り方にも柔軟に対応できるような取り組みに期待したい。

・基本計画P30について、防災教育の重要性を提唱していくことは大切である。 （高島委員）

〇 ・基本計画P10記載のLGBTについて、近年LGBT-Qという考え方もあるため、一度検討を。

・基本計画P8の子どもの権利条例について記載があるため、親を支援する「子育て支援」に加え

子を支援する「子ども支援」という文言を記載してもらいたい。

・子育てに関して弱い保護者というのは、貧困層だとイメージされがちであるが、そうとは限らず幅広い層で

子育て弱者は存在するため、地域全体で見守っていく、支援していくという体制を構築していくべきである。

・トンボ天国は貴重な観光資源であるため、保護・整備を続けていってもらいたい。 （樋口委員）

〇 ・色使いが前回よりよく読みやすくなった。

・基本計画P22「笠松町協働型町民活動促進事業補助金」についての説明を入れることはできないか。

→ 誰が読んでも分かるような記載に変更する。 （山田委員）

③ その他

【今後のスケジュール】

・12月8日の全員協議会において町議会へ説明後、パブリックコメントを実施。

・1月上旬にパブリックコメント内容を反映させ、1月下旬～2月に第4回審議会を開催予定。


